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「仮処分勝って止めよう学習会」にお集まりの皆様今日は。 

私は今日は京都での「原発賠償近畿訴訟団」の交流会に来ております。原発事故

による損害は誰にも賠償などできるはずがありませんが、何らかの賠償をさせるこ

とによって政府と東電に少しでも事故の責任をとらせたいという思いがあります。 

 

 福島では県民健康調査によってすでに 138 人の子ども達が甲状腺癌の手術を受け

ました。その中にはリンパ節や肺に転移が見つかったり、再発したり、深刻なケー

スも報告されています。しかし、甲状腺の専門家及び政府は癌の多発自体は認めて

いながら、放射線の影響とは考えにくいとしています。精密な機器を使った検査で、

本来ならば見つからない癌を見つけている、所謂スクリーニング効果だとし、治療

しなくともよい癌を治療したのだと言っています。しかし、日本甲状腺学会のガイ

ドラインでは、19 才未満の子どもの甲状腺癌の原因として第一に放射線が挙げられ

ているのです。 

 

 皆さん、福島原発事故が起きる前に電力会社や政府が原発について言っていたこ

とを思い出して下さい。原発は固い岩盤の上にたっているから地震が来ても安心、

津波が来ても大丈夫、原発は五重の壁に守られているので安全。核燃料はリサイク

ルできる。皮肉にも福島原発事故が、これらがみんな嘘だということを証明しまし

た。 

 それで政府は新たな手を編み出しました。原発は安全とはいえないけれど少しの

放射線、年間 20ｍSv 程度なら安全だというのです。そして除染で出た大量の汚染土

を処理するために、これまで一般ゴミとして捨てられた放射性廃棄物の基準、100 ベ

クレル／kg 以下から 8000 ベクレル/kg 迄引き上げ、盛り土などに再利用可能としま

した。政府はこのように環境が汚れれば、現状に合わせて規制基準を引き上げてゆ

くのです。もしこれから、伊方原発や川内原発で事故が起き、放射能による汚染が

広がれば、規制基準は更に緩められるでしょう。日本中が放射能まみれになってし

まいます。それは現在生きている生物だけでなく、未来の命まで奪うことになりま

す。そんな権利は電力会社にも政府にもありません。 

 

みなさん、手を繫ぎあい、彼らの暴走を止めましょう。 

ありがとうございました。 


